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問い合わせ　商業労働課（市庁舎７階、☎65・4164、
　　　　　　　 commerce@city.obihiro.hokkaido.jp）

元気な中心市街地づくり促進事業
魅力とにぎわいにあふれるまちへ

図１　第 3期中心市街地活性化基本計画の概要
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目指す中心市街地の姿
十勝圏の中核都市にふさわしい、魅力とにぎわいにあふれるまち

基本的な方針１
魅力にあふれ訪れたくなる
まちなかの形成

基本的な方針２
快適で住みたくなる
まちなかの形成

目標１
平日昼間を中心とした来街者を増やす

目標２
まちなか居住者を増やす

目標指標
まちなか居住者数
2666人（H30.9末）⇒2820人（R6.9末）

元気な中心市街地づくり促進事業

  補助限度額
　予算の範囲内（最大500万円）で、審査点上位者から補助額を決定
  審査基準
　主に、事業内容（独自性・先進性・魅力）、事業効果（目標指標の達成への寄
与度、波及効果など）、事業の可能性（実現可能性、継続可能性）により審査
  申請方法
　事前に商業労働課へ相談の上、6月30日㈫までに申請してく
ださい。
　申請書の様式などは、市ホームページに掲載しています。
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帯広市 事業者

審査委員会

中心市街地活性化協議会中心市街地活性化協議会
事業の
磨き上げ

◎審査点80 点以上：「補助率1/2」で採択　 ◎審査点70 点以上80 点未満：「補助率1/3」で採択
　１. 審査は、100 点満点です。
　２. 審査点70 点未満は、「不採択」となります。
　３. 審査点上位者から予算の範囲内で採択するため、審査点の条件を満たしていても不採択となる場合があります。

帯広市　元気な中心市街地づくり促進事業 検索

目標指標
歩行者通行量（平日昼間9～17時）
1万3756人（H30）⇒1万4800人（R6）

  対象事業
　まちなか活性化のモデルとなる、魅力的かつ革新的な事業で、計画の目標指
標（①中心市街地の平日昼間（９時～17時）のにぎわい創出、または、②まち
なか居住者の増加）の達成に寄与する事業　
　※単発的なイベントは対象外

  対象経費
　店舗改装費、設計費などの事業開始までに要する費用
　※採択される前に事業に着手した部分や、家賃などの事業開始後の運営費などは対象外
  補 助 率 　
　審査点により変動（1/3または1/2）（図２）
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●５●　　広報おびひろ　令和２年６月号

６月１日は「電波の日」です　総務省では６月１日を電波の日と定め、10日までの「電波利用環境保護周知啓発強化期間」に電波利用に関するルールの周
知・啓発を行います。電波に関する困りごとや相談は、問い合わせください。問 総務省北海道通信局（☎ 011・737・0099）


